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教育の責任 

私は獣医学教育の中で特に遺伝に関わる科目を担当しており、科目責任者として、遺伝育種学
(必須科目)と遺伝子工学(選択科目)の 2 つの講義を実施している。獣医学の中においての遺伝
学は基礎科目のひとつであり、獣医師国家試験の出題傾向からも重要視はされていない印象が
ある。ただ、遺伝こそが生命を理解する上で最も重要であることに間違いはない。そこで私は
生物を理解するうえでもっとも重要なのは遺伝学であるという考えの基に講義を進めている。 

教育の理念 

私の講義を通じて得られる専門知識の習得に加えて、自ら学ぶ姿勢を身に着けていただきたい
と考えている。講義の中では、グループワークによるミニ講義を実践していただいており、こ
れを通じて、他者に伝えるためにはかなりの知識量が必要となることを知ることを第一歩とし
て学ぶ姿勢の形成の構築を目指している。 

教育の方法・方針 

講義の基本はスライドを用いて進めていくため、どうしても学生側は受け身になりやすい。そ
のため、スライドの重要な部分についてはあえて空白にすることによって、講義中にその空白
に記入する作業を設けることによって、毎回の講義が少しでも能動的になるようにしている。 

最大の学びは、自分の得た知識を他者に伝えることにあるのは明白であるため、私の講義では
教科書の学習範囲の一部を、7~8 人で編成された受講生グループが分担し、ミニ講義の形でア
ウトプットしていただいている。 

教育の成果 

授業アンケートの結果から、「分かり易かった」というコメントが最も多かった。そのため、講
義の方向性としては大きく間違っていないと考えている。また、レジュメ(配布資料)について
図表が多くて分かり易かったとのコメントも多かったため、自作した教材は教科書を理解する
上での大きな助けになっていたのだと実感することが出来た。 

今後の目標 

グループワークによるミニ講義によって、話して伝える力を伸ばすことにはある一定位の成果
があった。ただ、期末試験での記述問題の解答を見ると、解答に必要な単語要素は記載されて
いるものの、文章としては非常に読みづらいものが多かった。そのため、今後は、書いて伝え
る力の向上につながる取り組みを講義内で行っていきたい。 
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